寄附講座-1(2026-06)
公益財団法人　牧誠財団
寄附講座研究助成 申請書
公益財団法人 牧誠財団  御中
　　年   月    日
１．申請部局
	機関名：

部署名：
責任者役職・氏名：


	所　　在　　地 ：〒㊞


電          話 ：
e-mail アドレス ：



２．寄附講座の運営責任者（申請部局の常勤教員に限ります）
	ふ　り　が　な ：
氏　　　　　名 ：㊞



	所　属　機　関 ：
役          職 ：
電          話 ：
e-mail アドレス ：




	申請する寄附講座の名称（講座の名称には、既存の講座名に加えて当財団名の明示が必要です)



	助成金申請額
（＝６頁 （A）欄）
	年間　　　　　千円×　　年間
※金額と助成希望期間（最長3年まで）を記載下さい

	本寄附講座の他の助成機関への助成申請
□有  □無
	本寄附講座の他の助成機関からの助成金受領
□有  □無

	３．講座の内容(開設経緯、位置づけ、これまでの実績、他講座との対比など) 

	４．申請する講座の特徴(助成を必要とする理由・意義，独創性に関する説明など具体的にご記入下さい)

	5．申請する講座の活動計画


６．申請する既存寄附講座の設置期間および予算額について
	設 置 期 間
	予算額

	



	



※設置期間について：2027年4月1日までに開設予定の講座の場合は、予定期間を記入ください。

７．教職員等の構成と寄附講座での役割
	氏  名
	役割

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	

	氏名
所属機関
職名
専門領域
	


※記入欄が不足する場合は，別紙を添付してください。


８．申請助成金の使途内訳（年額）
※募集要項をご確認のうえ、申請する大学等機関の基準に従い使途費目別に具体的に記入してください。
※助成金は間接費を含んでおり、別途間接費をお支払いすることはありません。必要な場合は、下記⑤にて申請してください。　
※助成期間終了時に未使用の助成金は，当財団に返還していただきます。
	費目
	内  訳
	金  額
(単位：千円)
	費用の必要性
（申請内容に照らして，各支出項目の必要性を記入してください）

	1 物品費
	


	

	


	
	1. 計
	千円
	

	1. 人件費･旅費
	

	

	


	
	2 計
	千円
	

	3 その他
	

	


	
　　

	
	1. 計
	千円
	

	1. 小計（①+②+③）
	千円
	

	※宿泊費、日当、間接経費など所属機関で規定されている費用の記載は、当該規定と齟齬のない事を必ず確認し、チェックを入れてください。
☐　規定と齟齬のない事を確認しました。

	1. 間接経費（機関間接費）
	☐要　・　☐不要
	所属機関の担当部門に確認後、どちらかをご選択下さい。

	
	千円
	「要」の場合は、金額をご記載下さい

	（A）合  計（④+⑤）
	千円
	←申請金額（年額）


費目例示　　｢物品費｣：　文献等購入費用、パソコン周辺装置、ソフトウェア、備品 等
｢人件費・旅費｣：教職員等給与・報酬、国内外調査旅費、学会参加旅費 等
｢その他｣：　印刷･複写費、交通･通信費、荷造発送費、手数料、謝金、広報費 等

９．他の助成金について
他の助成機関への申請がある場合　　　　　　　　　　　　　　                                 (千円)
	機関名
	助成金の名称
	金  額
	助成期間

	







	
	
	




本申請と関連してこれまでに受領した助成金がある場合　　                     　　　  (千円)
	機関名
	助成金の名称
	金  額
	助成期間

	







	

	

	




1
